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P2−490　閉経後の 高脂血 症者 における介入の 有無お よ び方法 に よる脂質代 謝 と pwv 値 の 変化 に つ い て
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【目的】前 回 の 検討か ら高脂血 症 を有す る閉経後女性の PWV 値 と脂質代謝 にお い て，　 TG 高値お よ び HDL 低値が 動脈硬化 の

指 標 と な る脂 質プ ロ フ ァ イル で あ る 可能性 が 示唆 さ れ た．そ こ で今回我 々 は，血管系 へ の 直接作用を有す る とされ る HRT
お よ び脂質代謝介入に よ る 脂質代謝お よび PWV 値 につ い て 検討 を加 えた，【方法】2004 年 1 月か ら 2005年 8月 の 間，当科外

来で 高脂 血 症 と診断 さ れ た ll1例，平均年齢 57．17 ± 7，6歳 を対象とした．絶食時の 総 コ レス テ ロ ール （TC ）．中性脂肪 （TG ＞，
L肌 一C，HD レ C を測定 し，同時期 に PWV 測定をした，また対象者中の IIRT 施行 18例 の PWV と脂質代謝の 関係 を検討 し

た．さ ら に脂質代謝介入後 の 経過を 1．ライ フ ス タ イル ，2．脂質低下 薬，3．ラ ロ キシ フ ェ ン （RLX ）の 3群に 分け比 較検討 し

た．【成績】HRT 施行者の PWV 値は 1308士 178cm ／s （mean ± SD ）で 未施行者の 1451± 218cm／s に比 し有 意 に低 値 で ，また

脂質代謝で は HDL −C おい て HRT 施行者で有意 に低値を認 め た （各 p く0．01），治療介人後 6 ヵ 月の 脂質代謝に おい て ライ フ

ス タ イル 群 で はい ずれも有意差を認 め ず，脂質低下 薬介入 群 で は TC ，　LDL で 有 意 に 低下を 認め ，　RLX 群 で は TC が有意に低

ドを認め た （各 p＜ O．Ol）．　 PWV 値にお い て はい ずれ の 群も有意な変化を認め なか っ た．【結論】HRT に よ る介入 は動脈硬化抑
制作用を有す る可能性 が 示 唆 され た．ま た PWV は 動脈硬 化 の ス ク リ

ー
ニ ン グ検 査 と して 有 用 で あ るが，介人 6 ヵ 月で は 有意

な変化 は認 め られず，それ以上の 観察期間を要す る こ とが 判 明 した．

P2−491　中 高年女 性 にお ける うつ 状 態 と動脈硬化性 リス ク因子 に対す るエ ス トロ ゲ ン，選択的セ ロ トニ ン 再取 り込み 阻害
薬併用療法の 効果 に 関す る検討
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【目的】中高年女性の うつ 状 態 と動脈 硬化 リス ク 因子に 対す る 結合型エ ス ロ トゲ ン （CEE ）と選 択 的 セ ロ トニ ン 再取 り込み 阻
害薬 （SSRI ）の 影響 を検討 した．【方法】当科更年期外来 に 登 録 した心 血 管系 疾 患 の 既往 が ない 39 歳 か ら 66歳 の 子宮摘出患者
65例 を対象 とした．抑うつ 度 は うつ 尺度 ス コ ア （SDS．　 SRQ −D，　 STAD で 評価 し，動脈硬化 リ ス ク 因子は TC，　 TG ，　 LDL
−C．HDL −C，　 TC，〆IIDL−C 比 で 評価 した．イ ン フ ォ

ーム ドコ ンセ ン トを得た 上 で ，42 例 に は CEEO．625mg／日 と SSRI　25mg ／
日の 連 日投与 （A 群），23例 に は CEEO．625mg／日の 連 日投与 （B 群）を行い ，投与前 投“

t
　 L　3，6，12，24 ヶ 月後 の うつ 尺度ス

コ ア，脂 質プ ロ フ ァ イ ル の 推移 を repeated 　measure 　ANOVA で 評 価 した．　 P 〈 0．05 を統計学的 に 有 意 と した．【成績】SDS
高値群 に お い て TC ，　 TC ／HDL −C 比 は他 の 2群 に 比 し 高い 傾向 に あ っ た．治療開始後 A 群 は HDL −C の 上 昇，　 TC／HDL −C
比 の 低下 を認 め，B 群 で は変化 が な か っ た．両群 と も治療開始後 TC ，　 LDL −C．　 SDS，　 SRQ −D ，　STAI −1，　STAI −2 の 値 は 低 下

し たが，2群問で の 差 は 認め なか っ た．【結論】中高年女性 に お い て，抑 うつ 状態 が 顕著 で あ る ほ ど動脈硬化 リ ス ク 因子 が 高い

こ と，CEE と SSRI の 併用療法 は CEE 単独療法 に比 しうつ 状 態 を改 善 し動脈硬化性 リ ス ク 因子を低下 させ る こ とが示 唆 さ れ

た．更年期障害等 で うつ 状 態 を呈 する 女性 は 動脈効果リス クが高い こ とを視野 に い れ た治療を行 うこ とが 重要 であ る．

P2−492　長 期間の ホ ル モ ン補充療法に おける各種動脈硬化指標の 推 移
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【目的1今 回我々 は，長期 ホ ル モ ン 補充療法 を受けて い る 患者の 各種動脈硬化指標の 推移 につ い て 検 討 した．【方 法】イ ン フ ォ
ー

ム ド ・コ ン セ ン トを得 た ヒで 結合型 エ ス トロ ゲ ン （以 ド，CEE）O．625mg 投 与 を 受け て い る 患 者 14名 （CEEO ．625 群，59．4±

4．0 歳 平均 HRT 期 間 7，1 ± 2．5 年）と CEEO3125mg 投 与 を 受け て い る 患 者 14名 （CEEO ．3125 群，62．7± 5．4 歳，平 均 HRT
期間 5．5± 2．7年）と HRT を受 け て い な い 患 者 14名 （コ ン トロ

ー
ル 群，58．6 ± 3．8歳）と新規に CEEO．625ingの HRT を 開始 し

た 患者 10名 （新規 HRT 群，558 ± 4．0　Ue）を対象 と し，観察開 始時，6 ヵ 月後 ，12ヵ 月 後 の 高 感 度 CRP （hsCRP （ng ／ml ）），
リポ プ ロ テ イ ン a （LP （a）（mg ／dl）），ホモ シ ス テ イ ン （homo （nmollml ）），トータル PA −Il （t

−PA （ng ／ml ））を測定 し，比

較検討した．また．CEEO．625mg を投 与 され て い た 16名（56．5 ± 6．8 歳，平均 HRT 期間 6．9 士 4．9年）に対 し．エ ス トロ ゲ ン パ ッ

チ剤 （パ ッ チ 群）に変更 し，変更前と変更 6 ヶ 月後 の hsCRP ，　LP （a），　homo，　t−PA を測定 し，比 較検討 した，械績】1）観

察開 始 6 ヶ 月及 び 12 ヶ 月の CEEO ．625 群の hsCRP は CEEO．3125群，新 規 IIRT群 に対 し有 意 に 高か っ た （6 ヶ 月 ： 1729．1 ±

1922．2vs 　381 ± 232，446．6 ± 493．O，
　pく0、05，12ヶ 月 11446 ．2 ± 14247　vs 　462．5 ± 211．6，327．3± 29L4，　p〈 O．05）．2）パ ッ チ 群 の

hsCRP と LP （a）は変 更前後 で 有 意 な低 下 を認 め た （1226 ± 1390　vs 　539 ± 438，　p〈 O．05，17± 17　vs　15士 15，　p 〈0．05）。【結論】CEE
O．625群の hsCRP は CEEO．3125 群及 び新規 HRT 群 に比べ て 有意に 高か っ た．また，パ ッ チ 群 は hsCRP と LP （a ）の 有意な

低下 を認め た，CEEO ．3125mg と エ ス トロ ゲ ン パ ッ チ剤 の 動 脈 硬 化 に 対 す る安全性 が 示唆 され た．
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